
単位：円 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

【日本版生涯活躍のまち構想推進】（地域共生課）
生活クラブ生協と連携し、酒田市を食の故郷として親密に感
じている組合員に、酒田市の情報と暮らし方の提案を行っ
た。また、首都圏における情報発信の拠点として、酒田市役
所東京吉祥寺テラスを運営し、酒田市の魅力発信を行うと
ともに、移住相談の窓口として対応した。ほか地域プロ
デューサーを配置し、構想を実現する為、首都圏のニーズ
や情報をフィードバックしながら、検討会等を行った。首都圏
における情報発信の効果が少しづつであるが、出始めてい
る。

指標①
移住者数（人）
「5年間で移住者数300
人」

30 39 40 32 60 70 81

【日本版生涯活躍のまち構想推進】
今後は検討してきた構想を基本計画とし
てまとめることで、より具体的に発信して
いくことが可能になると考えられる。一定
の関心層との関わりを継続しつつ、更な
る関心層の取り込みを図っていきたい。

【ＵＩＪターンの促進】（地域共生課）
首都圏でＵＩＪターン希望者を募り、「さかた産業フェア」等を
見学するツアーを実施し、企業関係者や移住経験者との交
流を通じて、酒田での起業・就職に関する動機付けを行っ
た。
その後の継続的な就労相談や直接ＵＩＪターンに結び付いて
いる事例もあるため、事業の効果は大きい。

指標②

移住総合相談窓口にお
ける相談件数（件）
「相談件数5年間で
1,000件」

150 105 160 132 170 180 213

【ＵＩＪターンの促進】
「さかた産業フェアツアー」により酒田市の
ＰＲを行うとともに、地元企業への就業機
会の拡大を図り、若者の地元定着を促進
する。
ツアーの内容についても、より参加者の
興味を引き、ＵＩＪターンの動機付けとなり
うるものになるよう検討していく。

【移住交流の推進】（地域共生課）
総合相談窓口設置によるワンストップ化、積極的なＰＲ展開
や移住者交流会の開催に対する支援など総合的な施策を
展開した。
チラシ・パンフレットの刷新や移住お試し住宅の運用開始、
ＳＮＳの活用、移住プロモーション動画の作成など移住検討
者とつながる新しいチャンネルが増えたことが、移住相談件
数の増加につながっている。相談者は将来の移住予備軍で
あることから、本事業の効果は高い。

【移住交流の推進】
移住（検討）者に対する総合的な支援の
必要性は高いことから、ニーズを把握しな
がら必要な支援策を具現化していくととも
に、専用の移住ポータルサイトの開設お
よび運用等を通して、引き続き移住を切り
口としたＰＲに注力し、更に移住・定住対
策を推進していく。

【ＵＩＪターンマッチング支援】（地域共生課）
ＵＩＪターンコーディネーターを配置し、市ホームページに求
職・求人の情報を掲載し職業紹介を行う「ＵＩＪターン人材バ
ンク」を運営するほか、ＵＩＪターン就職希望者へハローワー
ク求人情報や就職ガイダンス等の情報を提供した。
ＵＩＪターン人材バンク及びＵＩＪターンコーディネーターによ
り、ＵＩＪターン就職の実績が増加しており事業効果は大き
い。

【ＵＩＪターンマッチング支援】
ＵＩＪターン人材バンク及びＵＩＪターンコー
ディネーターによりＵＩＪターン就職を促進
させる。

【住まいへの支援】（まちづくり推進課）
平成２９年度に空き家の利活用と移住定住の更なる促進を
目的に、空き家等情報サイトを開設し、インターネット上で物
件情報を発信した。計５件の契約につながった。

【住まいへの支援】（まちづくり推進課）
空き家等情報サイトの物件数の拡大を図
る。

【郷土愛の醸成】(社会教育文化課）
これからを担う子どもたちが、現代社会を生き抜くうえで確
かな力、身に付けなければならない基本的な知識の習得や
会話、職業観の醸成、コミュニケエーション能力の向上を図
るとともに、郷土愛の醸成を図った。
地元庄内で働く若者から「仕事の楽しさ」や「人生の面白さ」
を直に聞く機会を提供しており、地域で働くことや郷土に対
する関心を高めることに寄与している。

【郷土愛の醸成】
提供メニューの見直しや実施校の拡大を
図る。

※　評価

・地方創生に非常に効果があった　⇒　すべての目標値を達成したなどの場合

・地方創生に相当程度効果があった　⇒　すべての目標値を達成することはなかったものの、目標値を相当程度（７割以上）達成したなどの場合

・地方創生に効果があった　⇒　目標値を達成することはなかったものの、事業開始前よりも改善したなどの場合

・地方創生に効果がなかった　⇒　実績値が本事業開始前の数値より悪化したなどの場合

実績額
本事業における重要業績評価指標（KPI）

地方創生推進交付金事業実施評価

移住定住の推進・ＵＩＪターンの促進
について、市が全て対応するのでは
なく、分野によって任せられる箇所
は関係機関へ任せるべきで、求人
情報の共有など関係機関との連携
強化を行うべき。
日本版生涯活躍のまち構想につい
ては、元気な高齢者の労働力を求
めているのか、消費力を求めている
のか、市のメリットを今一度検証す
べき。移住の拠点は、今後の行政コ
ストを考慮し、中心市街地のほうが
良いと考える。
将来にむけた課題だが、移住定住
の取組は、市単独でなく庄内全体で
実施すべき。

外部有識者の意見
指標

H28 H29 H30 H31

さかたへの移住・定住に向けたトータルサ
ポート事業

14,681,897

地方創
生に相当
程度効
果があっ
た

評価 実績を踏まえた今後の方針H32交付対象事業の名称 事業内容・評価
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単位：円 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

【酒田港を拠点とした農産物輸出拡大に向けた取組
み】
酒田地区農産物輸出推進協議会に負担金を支出し、
ロシア（サンクトペテルブルク、モスクワ）での啓翁桜
のプロモーション活動を行った。
ロシアでの花きのプロモーション活動は、現地での評
価も高く、取引の拡大が期待できるものであった。ま
た、新規にベトナムへの輸出が実施され、着実に輸
出量が伸びている。東南アジア、ロシアへの啓翁桜の
輸出は、国内価格が低下する２～３月に限定すること
により、販売額の向上につながっている。

指標①

酒田港コンテナ貨物取
扱量（TEU）
「13,799ＴＥＵ/年（H26）
→
31,000ＴＥＵ/年（Ｈ30）」

23,000 23,658 27,000 28,365 31,000

【酒田港を拠点とした農産物輸出拡大に
向けた取組み】
テスト輸送や、継続して海外でのプロモー
ション活動を実施し、米や他の農産物につ
いても関係機関に働きかけを行い、生産
の拡大と販売額向上を図る。

【庄内バイオ研修センターを活用した新たな特産品開
発】
地域特産農産物の改良・開発、小・中学生、高校生、
農業者等を対象とした学習会・研修会の開催、バイオ
技術の普及啓発活動、酒田市種苗供給推進協議会
と連携したネギ、いちご、ダリア等の園芸作物の種苗
供給を実施した。
人材育成として実施している学習会の受講者数は横
ばいとなっているが、学生を中心にバイオ技術の啓発
が図られた。

指標②

農産物輸出量（米果実
等）（ｔ）
　
60ｔ（H26）→68ｔ（H30）

64 64 66 25 68

【庄内バイオ研修センターを活用した新た
な特産品開発】
センターの活用方法や関係団体との役割
分担等について検討していく。

【園芸特産化支援センター活用】
特定園芸品目の産地形成のため、園芸指導員による
巡回指導を実施したことにより、品質の向上が図られ
た。
米だけに頼らない経営の安定化が図られ、魅力あふ
れる農業の振興に寄与している。

指標②

農産物輸出量（花き・花
木）（本）

900本（H26）→6,500本
（H30）

3,700 7,490 5,100 20,970 6,500

【園芸特産化支援センター活用】
園芸作物の品質向上が図られ、一定の役
割を果たした。29年度で事業を終了し、今
後は各ＪＡが主体となった体制のもとで実
施していく。

【創業支援】
酒田市創業支援センターにおいて創業に係る情報提
供、相談対応等総合的な支援を実施し、創業を促進
している。また、商工会議所における創業塾の開催や
創業融資支援助成金、創業フォローアップ助成金を
実施したことにより、創業件数が増加した。
また、産学官が連携して開設したコワーキングスペー
ス「ＵＮＤＥＲＢＡＲ」の運営業務を東北公益文科大学
に委託し、その利活用を通じて、創業・起業を促進す
るための利用者間の交流機会を創出した。延べ利用
者数は大幅に増加し、会員による新規創業件数は２
件となり、創業・起業に結び付いている。

指標③
創業件数（件）
「Ｈ30までに60件」

20 31 20 45 20

【創業支援】
創業希望者に対する細やかなフォロー
アップと助成制度の充実により、創業件数
も増加しており、引き続き関係機関と連携
しながら創業を促進する。

【客船の誘致】
誘致活動及び歓迎対応の成果により寄港回数は６回
となり、酒田港初の外国クルーズ船が寄港した。

【客船の誘致】
引き続きクルーズ船の誘致及び寄港時の
歓迎式典等を実施し、酒田港への更なる
寄港増加を目指す。

※　評価

・地方創生に非常に効果があった　⇒　すべての目標値を達成したなどの場合

・地方創生に相当程度効果があった　⇒　すべての目標値を達成することはなかったものの、目標値を相当程度（７割以上）達成したなどの場合

・地方創生に効果があった　⇒　目標値を達成することはなかったものの、事業開始前よりも改善したなどの場合

・地方創生に効果がなかった　⇒　実績値が本事業開始前の数値より悪化したなどの場合

事業内容・評価
実績額

本事業における重要業績評価指標（KPI）

地方創生推進交付金事業実施評価

酒田港を拠点とした農産物輸出拡
大に向けた取組について、本格的
に稼動するならば、スケジュール、
切り口、狙いどころ、クルーズ船客
への売り込み、テスト輸送方法など
協議していく必要がある。
本市は法人化が進んでおり、優秀な
経営法人が米＋売れる園芸作物で
複合経営を進め、それを庄内バイオ
研修センターが支援する仕組みが
できるとよい。
客船誘致にかかる歓迎イベントは、
寄航回数が増えたときに、人的・金
銭的にも負担が増えてしまうという
のが大きな課題である。

評価

地方創
生に効
果があっ
た

酒田港を活かした「産業・交
流都市さかた」実現プロジェ
クト

13,719,858

外部有識者の意見
指標

H28 H29 H30 H31 H32 実績を踏まえた今後の方針交付対象事業の名称
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単位：円 事業開始前 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

指標①
中町にぎわい健康プラ
ザ収入（千円）

0 9,000 11,406 9,900 10,800

指標②
20～64歳の定期的な
運動習慣者の割合
（％）

29.6 32.0
4.8

(34.4)
35.0 38.0

指標③
中心市街地の主要観
光施設入込数（千人）

1,594 1,606
H31.6確
定予定

1,618 1,636

※　評価

・地方創生に非常に効果があった　⇒　すべての目標値を達成したなどの場合

・地方創生に相当程度効果があった　⇒　すべての目標値を達成することはなかったものの、目標値を相当程度（７割以上）達成したなどの場合

・地方創生に効果があった　⇒　目標値を達成することはなかったものの、事業開始前よりも改善したなどの場合

・地方創生に効果がなかった　⇒　実績値が本事業開始前の数値より悪化したなどの場合

評価交付対象事業の名称 事業内容・評価
実績額

本事業における重要業績評価指標（KPI）

地方創生推進交付金事業実施評価

酒田市総合計画には「健康寿命の
延伸」という大きな目標があり、それ
を達成するための手段に本プロジェ
クトがあることについては、よい取組
だと考える。
「健康寿命の延伸」という大きな目
標のため、原課のみならず、市全体
で施策を共有・連携し、取り組んで
いく必要がある。

酒田発ヘルスケアビジネス創出
プロジェクト

【酒田発ヘルスケアビジネス創
出プロジェクト】
　健康寿命の延伸とヘルスケア
ビジネスの拠点となる施設を整
備し、健康状態や運動量をデー
タとして把握・管理することがで
きる環境づくりを行い、健康状態
の見える化を図り、一人ひとりの
目標や目的意識に合わせて保
健指導や栄養講座、健康セミ
ナー、歩数イベント等を組み合
わせた新たな健康づくりのプロ
グラムを構築した。健康ポイント
制度の導入を検討し、健康づくり
のインセンティブを高めるととも
に、民間事業者等と連携し、商
店街等に足を運んでもらう仕組
みを構築する準備をした。また、
健康拠点の近隣に健康メニュー
を提供するカフェを整備し、障が
い者の就労を促進した。

7,924,886

地方創
生に相
当程度
効果が
あった

【酒田発ヘルスケアビジネス創出プロジェ
クト】
　健康づくりの拠点を増やし、健康プログ
ラムの提供により運動習慣、食習慣の改
善に取り組む市民を増やしていくととも
に、タニタヘルスリンク等と連携した酒田
産食材を活かした健康メニューの提供、
湊町酒田の魅力を体験できる街あるき観
光・地域活動等を組み合わせ、ヘルスケ
アビジネスの創出を図る。

実績を踏まえた今後の方針 外部有識者の意見
指標

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33
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単位：円 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

官民協働・地域間連携による住民主体の
地域づくり推進事業

南部地区（松山）、田沢地区（平田）、大沢地区（八幡）の3地
区で地域運営組織の形成を目指し、住民が主体となった
ワークショップを開催した。今年度は、それぞれの地区で地
域課題が洗い出しされ、今後の方向性、取り組むべきプラン
がまとめられた。

4,842,129 指標①

中間支援プラットフォー
ムによる住民主体の地
域活動拠点（地域運営
組織）形成

5 3 1 1 2

地方創
生に効
果があっ
た

取り組むべきプランが策定された3地区に
おいては、地域運営組織形成に向けて具
体的に実施する事業等の検討を図る。

地域住民が自分たちのことを自分
で考えてまちづくりをする。これは絶
対必要なことであり、モデル事業が
終了しても進めていくべきこと。市街
地にも広めていく方向性についても
賛成する。
今回のプランがコミニティ振興会の
事業計画と別物であってはならず、
地域の課題は何か、地域住民がで
きることは何かを計画すること。
地域と絡む事業について、重複する
部分があるため、関係機関と整理・
連携することが必要。

ｆ

※　評価

・地方創生に非常に効果があった　⇒　すべての目標値を達成したなどの場合

・地方創生に相当程度効果があった　⇒　すべての目標値を達成することはなかったものの、目標値を相当程度（７割以上）達成したなどの場合

・地方創生に効果があった　⇒　目標値を達成することはなかったものの、事業開始前よりも改善したなどの場合

・地方創生に効果がなかった　⇒　実績値が本事業開始前の数値より悪化したなどの場合

地方創生推進交付金事業実施評価

地域再生計画の名称 事業内容・評価
実績額

本地域再生計画における重要業績評価指標（KPI）

評価 実績を踏まえた今後の方針 外部有識者の評価・意見
指標

Ｈ29 H30 H31 H32
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単位：円 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

指標①

センターのマッチングに
より創出されるビジネス
プロジェクトの契約金額
「Ｈ33までに138,720千
円」

1,020 27,788 34,425 34,425 34,425

指標②

センターのマッチングに
より創出されるビジネス
プロジェクトの件数
「Ｈ33までに544件」

4 4 135 135 135

指標③
センターの支援により
創業した件数
「Ｈ33までに140件」

20 45 30 30 30

※　評価

・地方創生に非常に効果があった　⇒　すべての目標値を達成したなどの場合

・地方創生に相当程度効果があった　⇒　すべての目標値を達成することはなかったものの、目標値を相当程度（７割以上）達成したなどの場合

・地方創生に効果があった　⇒　目標値を達成することはなかったものの、事業開始前よりも改善したなどの場合

・地方創生に効果がなかった　⇒　実績値が本事業開始前の数値より悪化したなどの場合

新産業振興センター（仮称）
創設事業

【新産業振興センター設置】
酒田市産業振興まちづくりセンターの設置に向けた
準備、創業支援を含むいくつかのプロジェクト組成に
取組んだ。
創業実績は目標以上の成果を残した。企業、専門家
等とのマッチングによるビジネスプロジェクトの組成
については、目標どおりの件数及び契約金額（売上
金額）を達成することができた。

1,542,750

地方創
生に非
常に効
果があっ
た。

【新産業振興センター設置】（商工港湾
課）
３０年度以降は本センターの本格稼動に
入る。環境整備は３０年度前半で大凡完
成するため、多様なプロジェクト組成に向
けてヒアリング、セミナー・セッションの実
施に取組んでいく。

本センターの取り組みについてはと
ても期待している。ただ、まだまだ市
内企業は、本センターのことに関心
が無いため、より積極的なＰＲが必
要。
５年後の法人化を目標に掲げてい
るが、法人化した後の組織体制作り
も課題。

外部有識者の意見
指標

H28 H29 H30 H31 H32 実績を踏まえた今後の方針

地方創生推進交付金事業実施評価

交付対象事業の名称 事業内容・評価
実績額

本事業における重要業績評価指標（KPI）

評価

灰色部分を入力し
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単位：円 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

東北公益文科大学生酒田定着プロジェクト

本市から東北公益文科大学に進学した学生及び入学を機
に本市に在住する学生の大学卒業後の本市定住を促進す
るため、奨学金返還支援制度を創設した。他地域出身学生
の本市定住の事例もあり、一定の成果が得られた。

5,400,000
（うち寄付額
2,400,000）

指標①

東北公益文科大学卒
業生の奨学金返還支
援制度の活用による市
内定着人数

10 8 10 7 10 10

地方創
生に効
果があっ
た

公益大生の本市定住を促進するため、支
援を継続する。年度当初の学生ガイダン
スなどで、学生への制度の一層のＰＲを
行い、東北公益文科大学生の本市定住
を促進していく。

奨学金は事実上、多額の借金を新
社会人に負担させてしまうため、こう
いった形で負担を緩和してあげるこ
とは意義のある事業と考える。31年
度までに限らず、継続して取り組む
べき。

※　評価

・地方創生に非常に効果があった　⇒　すべての目標値を達成したなどの場合

・地方創生に相当程度効果があった　⇒　すべての目標値を達成することはなかったものの、目標値を相当程度（７割以上）達成したなどの場合

・地方創生に効果があった　⇒　目標値を達成することはなかったものの、事業開始前よりも改善したなどの場合

・地方創生に効果がなかった　⇒　実績値が本事業開始前の数値より悪化したなどの場合

実績を踏まえた今後の方針 外部有識者の評価・意見
実績額

H31

地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）事業実施評価

地域再生計画の名称 事業内容・評価

本地域再生計画における重要業績評価指標（KPI）

指標
H28 H29 H30 評価
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